
施策２　自ら学ぶ生涯学習の推進    
（目指す姿：市民は、身近なところで必要な知識や技術を学ぶことができ、学んだことを社会生活に活かしたり、生きがいを持って暮らしている。）

　　　①十分な成果が見られ、達成している　・　②一定の成果が見られ、概ね達成している　・　③一定の成果は見られるものの、やや不十分な部分も多い　・　④成果が乏しく、改善を要する

　

目標達成のための成果指標

重点的に取り組んだ事業

[基本事業３]　図書館利用の推進　　　　　　　　　

３－１　子どもの読書活動推進事業 ＜自己評価＞概ね達成

（目標） （成果指標） R2成果 R3成果 R4成果 R4目標 調査方法

（取組）
学校の授業以外に読書をする小学生の割合 77.6% 88.9%

全国学力・学習状況
調査

90.0%

市立図書館利用者
アンケート（全館）

97.3% 94.8%

93.2%

74.3%

93.6%

80.4%

92.6%

60.6% 67.9%

1歳6ヶ月健診アン
ケート

73.5%
全国学力・学習状況
調査

・子どもが図書館や本への興味を持つきっかけづくりとして、「図書館たんけん隊」「一日子ども図書館長」（本館）、「手づ
くり絵本教室/コンクール」「司書お仕事体験」（大和館）、図書館見学（各館）や職場体験の受入れ等を実施。
・子どもが新たな知識や本と出会うための取組として、県内著名人の推薦図書を展示する「みんなで読もう！オススメ
本」、利用者がおすすめの本（児童書）をポップで紹介する「ポップバルーンをとばそう！」、各学年向けおすすめの本の
小冊子の作成等を実施。
・情報リテラシーを身につけるための取組として、夏休みの自由研究の目的やテーマの決め方、調査方法やまとめ方な
どについて学ぶ「夏休み自由研究 君を助け隊」、「図書館を使った調べる学習小学生講座/コンクール」等を実施。
・郷土に関する調べ学習を支援する取組として、子ども向けの郷土に関する文献・情報の調べ方案内（パスファイン
ダー）を１２種類（佐賀藩・七賢人・有明海・郷土料理・恵比寿・民話等）作成。
・読書ボランティア活動への支援として、実技を含む「読み語りボランティア養成講座」を開催し、知識・技術の向上を図
るとともに、ボランティア団体を紹介し活動希望の受講者とのマッチングを実施。
・子どもと保護者が一緒に楽しめる環境づくりとして、職員やボランティアによるおはなし会を感染対策をとりつつ開催。
・小中学校や保育園、児童館等への支援として、団体貸出や除籍資料の配布等を実施。
・子どもたちが司書の仕事を学び、体験することで、図書館への関心や読書への意欲を高め、講座で学んだことを生かし
読書リーダーとして活躍することを目的に「子ども司書講座」（全４回）を開催。
・健康づくり課「こんにちは赤ちゃん訪問」事業と連携し、図書館作成の絵本ガイドブック『えほんであそぼっ！』を配布。

　「第３次佐賀市立図書館サービス計画」及び「佐賀市子どもの読書活動推進計画」に基づき、子どもが学校、家
庭、地域において意欲的に読書に親しみ、生涯にわたって続く読書習慣を身につけることができる環境をつくる。

69.5%

96.9%
市立図書館の児童コーナー利用者が満足してい
る割合

子どもに家庭で本を読んであげている割合

98.3%

学校の授業以外に読書をする中学生の割合

評価：

《判断の根拠》

《改善点》

《改善点についての対応》

基準値 目標値

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和６年度

仕事や学校以外で、何らかの知識や技術を身
に付けるための取組をしている市民の割合

27.9% 30.0% 30.0% 27.6% 26.6% 50.0%
総合計画
市民意向調査

市立公民館の年度利用者数 701,903人 635,310人 423,883人 451,408人 559,491人 750,000人 公民館支援課調べ

現在、生涯学習（自分の生活や能力を高める
ための、学習やスポーツ、文化活動［趣味・
教養を含む］、ボランティア活動等）を行っ
ている市民の割合

23.1% 25.3% 28.4% 25.4% 33.2% 40.0%
教育政策市民満足度
調査（一般）

生涯学習を行っている市民のうち、学習の成
果を活かした活動を行っている市民の割合

47.1% 45.8% 32.2% 46.7% 34.1% 60.0%
教育政策市民満足度
調査（一般）

市立図書館のサービス（分館等含む）が充実
していると思う市民の割合

60.3% 65.9% 65.8% 63.1% 65.2% 65.0%
教育政策市民満足度
調査（一般）

成　　果　　指　　標 調査方法
実績値
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３－２　図書館大規模改修事業 ＜自己評価＞概ね達成

（目標） （成果指標） R2成果 R3成果 R4成果 R4目標 調査方法

（取組）

計画していた更新・
改修工事の進捗率

100.0% 100.0%

「目指す図書館」に向けた大規模改修事業
（コンセプト～基本構想・基本計画～実施設計～
工事）

－ －
コンセプ
ト決定

建築・設備の更新・改修事業
（令和４年度に計画していた事業の進捗率）

－ －

　令和４年度は、劣化等により急を要する設備の改修や法令の改正により必要となった設備の改修を実施した。
　また、利用者アンケートの実施や関係部署で協議する「コンセプト会議」を開催し、「目指す図書館」に向けた改修事業
のメインコンセプトを決定した。

１　劣化した建築・設備の更新・改修の実施
　（１）非常用発電機制御盤を最新型基盤に更新（部品製造終了のため）
　（２）館内に設置している誘導灯のＬＥＤ化
　（３）大集会室のワイヤレスマイク等音響設備の更新（電波法関連法令の改正のため）
　（４）館内空調設備にかかる機器の更新（氷蓄熱ユニット送風機の取替、冷却水系統チューブの洗浄）

２　「目指す図書館」に向けた改修に関する検討
　（１）大規模改修に関する利用者アンケートの実施　　（４月）
　（２）市長部局と連携したコンセプト会議の実施　　　　（10月～11月：計４回実施）
　（３）先進地視察（板橋区立中央図書館（東京都）、武蔵野プレイス（東京都）、飯能市立図書館（埼玉県））
　（４）事業推進にかかるメインコンセプトの決定　　　　 （11月）
　　○コンセプト名
　　　「ＳＡＧＡ　ＬＩＢＲＡＲＹ　ＰＡＲＫ （ライブラリーパーク）」
　　○目指す姿
　　　本を楽しめる、本がもっと好きになるという図書館らしさを真ん中に、楽しくなるようなコンテンツや、建物の外に
　　　広がる大きな空と芝生。この場所を訪れる全ての市民の皆さんに、自由にのびのびと、気持ちの良い時間を
　　　過ごしてもらえるような場所づくりを目指す。

　【参考】今後のスケジュール
　　　・令和５年度　　基本構想・基本計画の策定
　　　・令和６年度～　実施設計・工事
　　　・令和８年度中　完成予定

　図書館本館は、開館から27年が経過し、建築物や設備の劣化等による不具合が生じているため、全体的な改修
を実施する。
　また、バリアフリー化やデジタル化による利便性の向上や、滞在できる居場所づくりに向けたレイアウトの見直しな
ど、これからの図書館に求められる施設機能向上のための改修に取り組む。

コンセプ
ト決定

計画していた事業の
進捗状況
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